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Q いつから、何人で活動している？

令和３年１２月３０日（木）、「火の用心！マッチ１本火事のもと」のかけ声と共に、戸田

小少年少女消防クラブ・戸田消防団・戸田婦人防火クラブ・戸田地区自主防災協議会の約２０

名が西消防署西部出張所を出発し、戸田地区内を巡回しました。

毎年恒例となっているこの行事、地域ぐるみでの防犯・防火対策のひとつとなることを願い、

寒い中、小学生と大人みんなで頑張りました。 参加した子どもたちにとって、あらためて火

の危険さを考える良いきっかけとなったのではないでしょうか。

（戸田地区コミュニティ推進協議会）

二次元バーコードを読み

込むか、『 戸田地区コミュ

ニティ』 と検索すると、ｗｅｂ

上でカラー版がご覧いただけます。

( http://shunan-chiikijoho.jp/council/heta/ )
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2022年初のへただより。コロナ禍で溜めに

溜めた力を"虎"嘯風生することができる、そん

な１年にしたいですね。今年もへただよりをよ

ろしくお願いします。（F記）

１月１日の早朝。新たな1年の始まりを告げる初

日の出を一目見ようと、約50名の方が昇仙峰の山

頂に集まりました。

若干の雲が陽を遮ろうとしましたが、無事に初日

の出を拝むことができ、気持ち新たに「また１年頑

張ろう！」と感じる元旦となりました。

また暖をとるために火をくべてくれた消防団の皆

様、ありがとうございました。

（戸田地区コミュニティ推進協議会）

12月、年末恒例となった「しめ飾りづくり講習

会」と「寄せ植え教室」の市民センター講座２つが

開催され、それぞれに15名が参加しました。

しめ飾りづくりでは、日常で藁を編むことがほと

んどない中、リピーターの方は慣れた手つきで、そ

して初めての方は苦戦しながらもしめ飾りを完成さ

せました。

寄せ植え教室は、米沢園芸の田村さんを講師に迎

えて開催。クリスマス、そして正月にも飾れる選り

すぐりの花を寄せ植えしました。

１月１６日に開催予

定だった戸田どんど

焼きは新型コロナウ

イルス集中対策期間

に伴い、中止となり

ました。戸田地区で

正月飾り等を焚き上

げることは叶いませ

んでしたが、事前
回収でお持ちいただいた正月飾りは、桜田神社

（周南市安田）に持ち込み、代わりにお焚き上

げいただきました。

（戸田地区コミュニティ推進協議会）

あくび

中川ひろたか 文

飯野和好 絵

あくびはどうしてうつるのでしょう。

この絵本の表紙の顔をみただけであくびがでて

きてしまいます。

あくびがうつってうつって、かばもあくび、き

りんもあくび。世界中のみんなが大きな口であ

くびして、大きな口で大笑い。

あくびが地球を回っていくよ。

夜市川の下佐畑橋付近にはカメラが設置されてお

り、ネット上で水位状況を確認できるのを知ってい

ますか？今までは、単に水位を確認することしかで

きませんでしたが、昨年１２月に市防災危機管理課

が橋柱に色を塗り、水位危険度が一目でわかるよう

になりました。万が一に備え、是非一度ご確認くだ

さい！

夜市川 河川カメラ

←

しめ飾りづくり

→

寄せ植え教室

さくらもちのさくらこさん

岡田よしたか さく

ノラネコぐんだん

ケーキをたべる

工藤ノリコ

ひよこは にげます

五味太郎

（こどもとしょかん タイムマシン）


